
 

「
ま
た
会
い
た
い
」
社
員
で

 
 

　
　

あ
ふ
れ
て
い
る
会
社
と
は

　

青
森
県
に
恐
山
と
い
う
供
養
の
お
寺
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
お
名
前
と
命

日
そ
し
て
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
石
を
持
ち
込
ん
で
、
そ

の
石
を
寺
の
境
内
に
置
い
て
帰
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
供
養
の

方
法
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
ど
ん

な
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
か
。
私
は

こ
の
話
を
聞
い
て
パ
ッ
と
「
あ
り
が
と
う
、
か
な
」
と
思
い
ま

し
た
。
日
本
人
が
一
番
好
き
な
言
葉
が
「
あ
り
が
と
う
」
だ

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
日
本
人
は
「
感
謝
す
る
」

こ
と
に
非
常
に
価
値
を
置
く
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
と
こ

ろ
が
そ
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
は
２
番
目
に
多
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
い
う
の
で
す
。
で
は
、
一
番
多
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
「
ま
た
会
い
た
い
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
わ

ざ
わ
ざ
供
養
に
行
き
ま
す
。
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
の
は

非
常
に
強
く
て
優
し
い
言
葉
で
す
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
も
っ

と
強
く
て
も
っ
と
優
し
い
言
葉
が
あ
る
こ
と
を
、
私
は
こ
の
時

知
り
ま
し
た
。
仕
事
を
し
て
い
て
誰
か
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」

と
仰
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
そ
れ
こ
そ
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
「
ま
た
あ
な
た
に
会
い
た
い
」
「
ま
た
あ
な
た

と
一
緒
に
仕
事
が
し
た
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
す

る
こ
と
。
そ
れ
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
仕
事
を
す

る
よ
り
も
難
し
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
社
員

で
い
っ
ぱ
い
の
組
織
に
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
必
然
的
に

そ
の
組
織
は
継
続
す
る
で
し
ょ
う
。
組
織
の
最
大
の
目
的
は

続
く
こ
と
で
す
。
で
も
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
生
き
る
意
味
を

問
う
と
き
、
も
し
か
し
た
ら
目
的
で
は
な
く
て
、
そ
れ
す
ら

手
段
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
か
、
人

は
な
ぜ
働
く
の
か
。
人
は
な
ぜ
組
織
を
つ
く
り
、
組
織
に
所

属
す
る
の
か
。
目
は
、
世
界
を
し
っ
か
り
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
耳
は
、
大
切
な
こ
と
真
実
な
こ
と
を
聞
き
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
口
は
、
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
足
は
、
あ
な
た
を
待
つ
人
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
い
っ
て
く

れ
る
。
手
は
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
頭

は
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。
心
は
、

相
手
の
気
持
ち
を
感
じ
と
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
横
）

２０１９年度
スローガン

同友会の学びで良い企業づくりを実践し、

地域から期待される憧れの企業になろう！
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会報誌をよりよくするためにご意見やご感想をください。

良い会社をつくろう、 良い経営者になろう、 良い経営環境をつく

ろうの同友会３つの目的実現に向けて 「地域社会と共に歩む」

中小企業の自覚をもち 「自主・民主・連帯」 の精神で企業経営

と会運営を行うことです。
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同友会 3 つの目的達成を誓い合う
～愛媛同友会第 35 回定時総会開催！～

今号は第 35 回定時総会特集です！

　4 月 26 日㈮、 ホテルメルパルク松山にて愛媛県中小企業家

同友会第 35 回定時総会を開催しました。 記念講演、 会員表

彰 ・ 総会議事、 懇親パーティーの全 3 部構成で、 記念講演

には㈱シケン ・ 代表取締役の島隆寛さん （徳島同友会 ・ 代

表理事） にお越しいただきました。

　産学官報金労、 各機関からの参加も多数あり、 延べ 153 名

が参加し盛会となりました。

　今号は 2 ページ～ 6 ページまで定時総会特集となっており

ます。 ぜひご一読ください。
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第 1 部　記念講演

…第 1部 ：記念講演

自社の経営と同友会は不離一体
学んで実践し続ける企業を増やして四国を元気に

～経営指針成文化、採用、社員教育を通じて～

■講師 ：島　隆寛　氏

　株式会社シケン　代表取締役／徳島県中小企業家同友会　代表理事

　株式会社シケンさんでは、 歯医者さんからの依頼

で歯形をもとに歯科技工士の方が入れ歯やインプ

ラントなどを製作されています。 2017 年には四国地

域イノベーション創出協議会が主催する 「四国で

一番大切にしたい会社大賞」 の四国経済産業局

長賞を受賞。 どのように企業づくりを進めていった

のかを伺いました。

　技工士の業界のほとんどは個人でされている方が

多く、 社員さんが 600 名を超えるシケンさんのような

企業は全国的にも 10 社もなく、 歯科技工士の成り

手も少ないとの事。 どの業界においても職人の成り

手が少ないのは同じだなと思いました。

　島さんが後継された時、 シケンのお客様からの評

価は 「早くて安いがクオリティが低い」。 果たしてこ

んな評価で社員が自社で夢をもてるのかと考えま

す。 そんな時に経営理念と出会い、 「何のために

経営しているのか」、 「自社独自の固有の役割は何

か」、「大切にしている価値観や人生観は何か」、「自

分を取り巻く環境に対する姿勢」 などを問いながら

経営理念を作成します。

　作成後は、 社内の経営理念研修でその年の方針

発表をしてからのグループ討論と社員同士の推薦

による “縁の下の力持ち” 社員の表彰、 10 年先

のありたい姿を明確化、 入社年数に応じた研修と

面談、 2 年に 1 回の社員満足度ならびに要望アン

ケートの実施など、 様々な取り組みを行なっていき

ました。

　このような取り組みを経て、 社員が夢を持てる会

社となっているシケンさんには毎年多くの新入社員

さんが入社、 離職率も減っています。 また、 障が

い者雇用も行ない、 聴覚障がいの方には目で見て

わかるような仕組みづくりもされています。

　この他にも共に成長するという視点で外注先への

訪問と学習会、 地域の介護施設を訪問しての入れ

歯研磨や学校の先生を受け入れての社会研修など

地域貢献にも力を入れておられます。

　経営理念を作成し、 その思いを信じて取り組んで

いった結果が今のシケンさんとなっているのだと思

います。 島さんは自分と同世代と知ったことでびっ

くりしたと同時に、 後継したばかりの自分にとって、

大きな刺激となりました。 島さんが最後に言われた、

「学び続けている人が結果を出している、 自己革新

は学び続ける事」 という言葉を胸に、 更に学び続

けていきます。

　島さん、 本当にありがとうございました。

＜株式会社シケン経営理念＞

歯科技工業の企業化、組織化を通じて、歯科医

療の発展、人々の健康に貢献するとともに、全

社員の豊かな人生を創出する。

寄稿 ： 武田　正輝さん

（恭栄自動車㈱／伊予 ・ 松前支部）
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第 2 部　会員表彰 ・ 総会議事

　第 2 部はフレッシュな阿

部祥太さんの司会により、

まず新入会員さんの紹介

から始まりました。 当日出

席された 3 名が紹介され

ました。 新しい仲間が増

えるのはとてもうれしい事です。 もっともっと多くの

仲間に入会して頂こうではありませんか。

　会員拡大表彰では、 大

石一浩さんが表彰されス

ピーチで 「会員拡大は学

びの機会の御裾分け （お

すそわけ）」 であると話さ

れました。 とても素晴らし

い考え方で、 会員拡大も楽しいものになりますね。

　続いて会歴 30 年功労

表彰で、 ㈲人と経営研究

所の横本恭弘さん、 エナ

ジー ・ ワン㈱の高須賀英

人さんが。 会歴 20 年功

労表彰で、 イトマン㈱の

伊藤俊一郎さん、 藤岡萬建設㈲の藤岡貞雄さん、

㈱トータル・ビル・サービスの藤田一郎さん、 ㈱フェ

ローシステムの三好大助さんが功労を称えられまし

た。

　伊藤さんは 「同友会で

学んできたから経営の型

（社員を幸せにする、 雇

用を前提にした経営、 経

営者としての覚悟） が出

来た」。 また藤田さんは

「京都の全国大会へ参加し労使見解の学びがあっ

たから今がある」

と話されました。

　次に議長団に

中道昇さんと矢野

宏道さんが選出さ

れ、 議案が提案

されました。

　第１号議案は、 代表

理事の米田順哉さんか

ら 2018 年度運動総括、

2019 年度運動スローガ

ン ・ 方針案が提案されま

した。 2018 年度は会員

数が大幅に減少したことをふまえ、2019 年度は 「①

企業づくり方針では全会員企業が経営方針作りに

取り組む」 「②同友会づくり方針では、 2019 年度

末全国で 50,000 名会員達成、 愛媛では 473 名会

員達成を目指す」 「③地域づくり方針では、 政策

委員会の新設、 南予支部設立、 環境経営委員会、

後継者委員会の立ち上げ」 などが提案されました。

　この後各支部報告があり、 それぞれの支部にお

いて様々な実践報告がありました。 他支部の報告

から学べることもたくさんあると感じられた報告でし

た。

　支部報告の後は委員会報告です。 経営労働委

員会は米田さん、求人教育委員会は今村暢秀さん、

障がい者委員会は今岡健一さん、 広報情報化委

員会は武田正輝さん、女性委員会は森本智香さん、

キャリア教育委員会は本田美紀さん、 外部環境調

査委員会は桑波田健さんより報告がありました。 各

委員会とても頑張っているのが伝わって来る報告で

した。 興味がある委員会へは是非参加してください

ね。

　次に第 2 号議案、 2018

年度決算 （案）、 2019

年度予算 （案）、の説明。

第 3 号議案 2019 年度理

事提案がなされ、 3 つの

議案とも大きな拍手で承

認され、 平成から令和へ

の新しい時代に向けての

スタートとなりました。

寄稿 ： 原　初さん （㈱志賀商店／今治支部）

司会進行の阿部祥太さん

会員拡大表彰の大石一浩さん

会歴 20 年功労表彰の
伊藤俊一郎さん

会歴 20 年功労表彰の
藤田一郎さん

議長の中道昇さん ( 左 ) と矢野宏道さん

第 1号議案提案者の
米田順哉さん

第 2号議案提案者の
安丸雄介さん

第 3号議案提案者の
良野一生さん
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第 3 部　懇親パーティー

　記念講演、 会員表

彰、 総会議事が終わ

れば、 いよいよお待

ちかねの第 3 部懇親

パーティーが始まりま

した。 司会は今治支

部の中倉浩明さんと

四国中央支部の森田文子さんのお二人。

　産学官報金労より幅広

くご活躍されている多くの

方々が駆けつけてくださ

いました。

　その中からご祝辞を

賜ったのは愛媛県知事代

理で副知事の神野一仁

様、 そして松山市長代理

の梅岡伸一郎様でした。

御二方からは、 平成から

令和の時代に移る中、 今

まで以上に刻々とそして目まぐるしく変化していく経

済の下支えとなるのはまさに中小企業の活躍が重

要であることと、 その成果への期待とともに多大なる

エールが込められた祝辞をいただきました。

　そして同友会も長く環境

型社会 ・ 経営にはスポッ

トを当ててきましたが、 国

連提唱の SDGs の風も吹

くなか、 今回は 「フード

ロスゼロ」 懇親会と位置

付けたことのアナウンスが司会からあり、 愛媛大学

副学長仁科弘重様の乾杯のご発声のあと、 会場か

らの大きな拍手が鳴り響きました。 支部地区会単

位でついたテーブルも、 あちらこちらに移動があり、

短い時間の中で会員同士の交流は実のあるものと

なったようです。

　終盤、 11 月に行われる第 8 回経営フォーラムの

実行委員長の本田美紀さんからフォーラムにかける

強い思いが発信されました。 続いて委員会活動 PR

で今年度からの新委員会となる 「環境経営委員会」

と 「政策委員会」、 続い

て 「求人教育委員会」。

そして前年度立ち上がっ

た 「仲間づくり本部」 か

らの増強への理解と協力

の呼びかけがありました。

　最後に平野代表理事の

閉会の挨拶で、 一連の

愛媛県中小企業家同友

会第 35 回定時総会の幕

が閉じられました。

　会員のみなさん、 議案

書に謳われている内容を一人一人、 一社一社が実

践をし、 2019 年度を充実したそして結果も出せたと

笑顔でいえるよい一年にしていきましょう！

寄稿：中道　昇さん （㈲モンド／松山支部第 3 地区会）

司会の森田文子さん ( 左 ) と
中倉浩明さん

祝辞を賜った神野一仁様

祝辞を賜った梅岡伸一郎様

乾杯挨拶をいただいた
仁科弘重様

第 7回経営フォーラム
実行委員長の本田美紀さん

閉会挨拶を務めた
平野啓三さん
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愛媛県中小企業家同友会 第 35 回定時総会 来賓名簿

＜敬称略 ・順不同＞

氏名 所属名 役職

神野　一仁 愛媛県 副知事（県知事代理）

梅岡　伸一郎 松山市 副市長（市長代理）

山本　一英 東温市 産業創出課長（市長代理）

木曾　信之 伊予市 産業建設部長（市長代理）

升田　年紀 松前町 副町長（町長代理）

仁科　弘重 愛媛大学 理事・副学長（学長代理）

徐　祝旗 愛媛大学社会共創学部 福学部長（学部長代理）

和田　寿博 愛媛大学法文学部（兼）地域創生研究センター 教授

片山　哲哉 日本経済新聞社　松山支局 支局長

鈴木　孝裕 愛媛新聞社　編集局報道部 副部長

奥園　賢史 日本政策金融公庫　松山支店 支店長

山口　宏 日本政策金融公庫　新居浜支店 支店長

藤井　泰信 日本政策金融公庫　宇和島支店 支店長

松本　浩一 愛媛信用金庫　地域事業振興部 部長（理事長代理）

今井　正夫 愛媛地方労働組合連合会 議長

明石　光喜 香川県中小企業家同友会 代表理事

宮下　幸雄 香川県中小企業家同友会 事務局長

小田　大輔 徳島県中小企業家同友会 副代表理事

佐々木　雅信 徳島県中小企業家同友会 事務局長

安岡　浩史 高知県中小企業家同友会 代表理事
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第 1 回理事会議事録　2019 年度理事・役員名簿 ( 敬称略 )

同友会役職 氏名 企業名 役職

代表理事 平野　啓三 株式会社平野 取締役会長

代表理事 田中　正志 義農味噌株式会社 代表取締役

代表理事 米田　順哉 NPO 法人家族支援フォーラム 理事長

松山支部　支部長 三好　大助 株式会社フェローシステム 代表取締役

松山支部　副支部長 桑波田　健 岡田印刷株式会社 代表取締役

松山支部　幹事長 中　周作 株式会社ナカフードサービス 代表取締役

松山支部第 1 地区会　地区会長 三好　大助 株式会社フェローシステム 代表取締役

松山支部第 1 地区会　副地区会長 奥江　英記 有限会社ビーレビュー 麺屋十銭 代表取締役

松山支部第 1 地区会　幹事長 大石　一浩 NPO 法人四国青年 NGO HOPE 理事長

松山支部第 2 地区会　地区会長 桑波田　健 岡田印刷株式会社 代表取締役

松山支部第 2 地区会　副地区会長 金子　司郎 合同会社テクノロジープロダクツ ゼネラルマネージャー

松山支部第 2 地区会　幹事長 辻内　秀明 有限会社つじうち 後継者

松山支部第 3 地区会　地区会長 中　周作 株式会社ナカフードサービス 代表取締役

松山支部第 3 地区会　副地区会長 上田　剛士 有限会社キホク 代表取締役

松山支部第 3 地区会　幹事長 中道　昇 有限会社モンド 代表取締役

四国中央支部　支部長 長野　禎毅 株式会社美寿寿 代表取締役

四国中央支部　副支部長 佐藤　慎輔 サトー産業株式会社 代表取締役

四国中央支部　幹事長 宇高　将仁 泉製紙株式会社 取締役常務

今治支部　支部長 渡部　伸哉 有限会社三和興産 代表取締役

今治支部　副支部長 杉原　一史 有限会社周桑電機工業所 代表取締役

今治支部　幹事長 松田　泰幸 株式会社平野 代表取締役

東温支部　支部長 田中　正志 義農味噌株式会社 代表取締役

東温支部　副支部長 櫻田　直也 有限会社さくら 代表取締役

東温支部　副支部長 平野　啓三 株式会社平野 取締役会長

東温支部　幹事長 米田　順哉 NPO 法人家族支援フォーラム 理事長

伊予・松前支部　支部長 堀内　章 株式会社ハート 代表取締役

伊予・松前支部　副支部長 大政　裕志 月心グループ 常務取締役

伊予・松前支部　副支部長 武田　正輝 恭栄自動車株式会社 代表取締役

伊予・松前支部　幹事長 好永　隆之 株式会社昆布森 常務取締役

経営労働委員会　委員長 芳野　裕士 株式会社 GOOD FIELD 代表取締役

求人教育委員会　委員長 今村　暢秀 株式会社世起 代表取締役

求人教育委員会　副委員長 清水　栄治 株式会社清水屋 代表取締役

求人教育委員会　副委員長 長野　禎毅 株式会社美寿寿 代表取締役

求人教育委員会　副委員長 堀内　章 株式会社ハート 代表取締役

障がい者委員会　委員長 今岡　健一 合同会社発達の木 代表社員

障がい者委員会　副委員長 正岡　尚起 上田消防建設株式会社松山店 代表取締役

広報情報化委員会　委員長 武田　正輝 恭栄自動車株式会社 代表取締役

広報情報化委員会　副委員長 本田　美紀 有限会社オルソ本田 取締役

女性委員会　委員長 森本　智香 株式会社コッコ・サン 代表取締役

キャリア教育委員会　委員長 前田　眞 愛媛大学社会連携推進機構 教授

政策委員会（旧 EDOR）　委員長 桑波田　健 岡田印刷株式会社 代表取締役

政策委員会（旧 EDOR）　副委員長 良野　一生 有限会社いっせいグループ 代表取締役

政策委員会（旧 EDOR）　副委員長 米岡　一嘉 有限会社オーガスト 社長

環境経営委員会　委員長 平野　啓三 株式会社平野 取締役会長

環境経営委員会　副委員長 山川　光男 生活協同組合コープえひめ 専務理事

国際化担当理事 三好　大助 株式会社フェローシステム 代表取締役

総務担当理事 横本　恭弘 有限会社人と経営研究所 代表取締役



こだわりのじゃこ天
その一、
宇和海 ・瀬戸の新鮮な魚を使用
その二、
添加物を使用していません。 無添加！
その三、
天然岩塩使用

〒 790-0004
愛媛県松山市大街道 3丁目 7-4
（松山城ロープウェイ乗り場斜め前）
TEL ・ FAX ： 089-935-8622
HP アドレス ： http://umajaco.jp

7合同入社式＆新入社員研修…

合同入社式＆新入社員研修ｉｎ四国中央
■日時 ： 4 月 6日㈯　■会場 ：紙産業技術センター　■参加者 ： 8 社 13 名

　2019 年 4月 6日、 紙産業技術センターにて合同入社式＆新入社員研修 in 四

国中央を開催しました。 「県が松山で開催しているものには遠くて参加できない。 し

かし四国中央にも新入社員さんはいる。 新入社員さんを四国中央でも温かく迎えた

い！」 という支部幹事の皆さんの想いを形にしたものです。

　米田順哉 ・ 愛媛同友会代表理事の開

会あいさつに始まり、 来賓祝辞は四国中

央市長の篠原実氏、 株式会社四国中央

テレビ ・ 取締役専務の山下博史氏にご臨

席賜り祝辞を頂戴しました。 新入社員代

表挨拶には株式会社 NAD の高橋将太さ

ん、 先輩社員の激励には、 2016 年度に

四国中央で開催した入社式参加者の木

村真子さん （株式会社美寿寿） に務めて

いただきました。

　記念講演は 「日本一の紙の町 四国中

央市で働く！」 をテーマに、 愛媛大学社

会連携推進機構紙産業イノベーションセ

ンター ・ 地域連携研究支援室長の古東

圭介氏 （現 ・ 四国中央市総務部総務調

整課長）に講演いただきました。 四国中央市の特徴、県内各市・

他県との産業総生産比較や産業構造の仕組みを具体的に説

明していただいただけでなく、 なぜ四国中央市の紙産業が発

展することができたのか、 今後の展望までお話いただきました。

　松山開催同様にアイスブレイ

クを行ってから昼食交流会に移

りました。 新入社員さん全員で

固まって食事をとる形で、 会話

が絶えることなくにぎやかな昼

食交流会でした。

　午後からの研修は一般社団法人をかしや ・ 代表理事の菊間

彰さんに登壇いただき、 「これから社会人として安心して働ける

ようになる」 こと目的に 「①社会人として必要なマナーを身に

付ける」 「②自分の中にひとつ軸を持つ」 「③今後もつながれ

る仲間をつくる」 と

いう目標を定めて研

修をスタート。 ビジ

ネスマナーを学ぶとともに、 グループワー

ク 「サバイバル （コンセンサスゲーム）」

を行いました。 ワーク後には自分の意見

をどの程度主張でき、 相手の主張をどの

程度聞けたか、 最終的にどの程度合意を

取れたかを各人で振り返り、 グループで

共有しました。 「ワーク 『サ

バイバル』 で行ったことは

社会や会社にも当てはまり

ます。 主張しない人、 人の

意見を聞かない人、 とりあ

えずまとめてしまおうという

人はそれを会社でもやって

しまう。 自分の頭で考え自分の意見を持つこと。 他者の意見を

尊重すること。 うまくいかなくても諦めないことを大切にしてくだ

さい」 という菊間さんのまとめで研修は終了しました。

　会場をかがやき総

合保険企画株式会

社に移し、 懇親会

を開催しました。 新

入社員の皆さん、

引率の皆さん合計

17 名が参加し、 企業の垣根を越えて様々に交流しました。

　6 月 29 日にはフォローアップ研修を行います。

文責 ： 難波　賢太 （愛媛同友会　事務局）

篠原実氏

山下博史氏

古東圭介氏

菊間彰さん

昼食交流会の様子

グループワークの様子

役職関係なく賑やかに懇親を深めました



8 …同友会で俳友会

　

今
月
か
ら
、
複
数
の
兼
題
を
準
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
兼
題
に
拘
ら
な
い
当

季
雑
詠
の
投
句
も
受
け
付
け
ま
し
た
。
力
作
が
多
く
揃
い
選
者
も
嬉
し
い
悲
鳴

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

最
優
秀
賞　

　

 

り
ん
ご
飴
裸
電
球
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ

大
北　

雅
浩
さ
ん
（
愛
媛
県
中
小
企
業
家
同
友
会
）

　

上
五
中
七
下
五
そ
れ
ぞ
れ
に
切
れ
の
あ
る
三
段
切
れ
の
俳
句
で
す
。
三
段
切

れ
は
俳
句
と
し
て
成
立
し
づ
ら
く
、
あ
ま
り
好
ま
れ
な
い
形
で
す
。
し
か
し
選

者
は
、
異
な
る
三
つ
の
名
詞
を
並
べ
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
味
わ
い
に
詩
情
を

見
出
し
、
俳
句
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
評
価
し
ま
し
た
。

　

「
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
」
と
い
う
兼
題
か
ら
、
夏
の
屋
台
の
り
ん
ご
飴
屋
を
想
起

す
る
作
者
の
発
想
に
感
心
し
ま
す
。
艶
や
か
な
「
り
ん
ご
飴
」
に
焦
点
を
当
て

た
後
、
視
線
は
屋
台
の
「
裸
電
球
」
に
移
り
ま
す
。
最
後
に
、
裸
電
球
の
下
に

居
る
「
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
」
を
着
た
店
主
が
主
役
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
丁
寧
に

カ
ッ
ト
の
移
り
変
わ
り
を
表
現
し
て
い
る
語
順
に
、
気
配
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

上
五
と
下
五
を
入
れ
替
え
た
場
合
（
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
裸
電
球
り
ん
ご
飴
）
と
比

べ
る
と
、
掲
句
の
語
順
の
素
晴
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

気
に
な
る
俳
句

　

 

ほ
う
た
る
や
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り

佐
川　

長
生
さ
ん
（
有
限
会
社
ユ
ア
ー
ズ
・
ケ
ア
）

　

中
村
草
田
男
の
名
句
「
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
の
本
歌
取
り

の
俳
句
で
す
。
令
和
の
時
代
に
な
り
、
「
昭
和
」
と
い
う
元
号
は
二
世
代
前
の

印
象
と
な
り
ま
し
た
。
季
語
で
あ
る
「
ほ
う
た
る
（
蛍
）
」
と
い
う
昆
虫
は
、

ど
こ
と
な
く
懐
か
し
さ
を
秘
め
て
い
ま
す
。
「
ほ
う
た
る
」
の
明
滅
か
ら
、
昭

和
の
時
代
を
想
起
す
る
作
者
の
感
性
に
共
感
し
ま
す
。

《
募
集
兼
題
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！
》

　

「
毎
月
の
兼
題
が
難
し
く
て
、
投
句
し
た
く
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い
」
「
毎

月
の
兼
題
の
ジ
ャ
ン
ル
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
「
兼
題
な
し
で
自
由
に
読
み
た

い
」
と
の
お
声
を
読
者
の
皆
様
か
ら
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
お
声
に

お
応
え
す
る
た
め
、
六
月
号
か
ら
複
数
の
兼
題
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
い

ず
れ
の
兼
題
で
投
句
く
だ
さ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
兼
題
に
拘
ら
ず
自

由
に
詠
ん
で
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
投
句
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

八

月

号

　

兼   

題　

「
秋
近
し
」「
夕
焼
け
」「
ゆ
や
け
」「
夕
焼
雲
（
ゆ
や
け
ぐ
も
）

 

　
　

（
ゆ
う
や
け
ぐ
も
）」「
西
瓜
割
り
（
す
い
か
わ
り
）
」「
青
林
檎
」

締
め
切
り　

六
月
三
十
日

講
評
：
髙
橋　

大
輔
さ
ん

（
広
報
情
報
化
委
員
）

同
友
会
で
俳
友
会

　

五
月
号
兼
題
「
子
ど
も
の
日
」
最
優
秀
賞
の
岡
井
雅
彦
さ
ん
に
は
、

景
品
と
し
て(

有)

福
助
珍
味
さ
ん
か
ら
「
チ
ャ
ー
リ
ー
ズ
ベ
ジ
タ

ブ
ル 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

プ
チ
ス
リ
ー
ズ
食
事
券
３
０
０
０
円
分
」
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

投
句
と
と
も
に
、

最
優
秀
賞
者
へ
の
景
品
も

募
集
し
て
お
り
ま
す
！

今月の景品は

株式会社フェローシステムさん

からでした！



9会員掲示板／経営相談室コラム…

会員掲示板 （企業名 ・役職等変更 4名）

○企業名変更

会員／中野　恵太 （伊予 ・ 松前支部）

旧企業名／㈱中野本舗

新企業名／㈱薄墨羊羹

○企業名変更

会員／上田　修 （伊予 ・ 松前支部）

旧企業名／㈲上田電子開発

新企業名／㈱上田電子開発

○役職変更

会員／髙岡　和幸 （東温支部）

企業名／ NPO 法人フェロージョブステーション

新住所／〒 791-0211

　　　　　　東温市見奈良 1399-2

TEL ／ 089-909-5650

FAX ／ 089-907-5120

施設長から副理事長に就任されました。

○役職 ・住所変更

会員／末竹　伸 （今治支部）

企業名／社会福祉法人 Sign

新住所／〒 794-0065

　　　　　　今治市別名 180-1

TEL ／ 080-8636-5717

FAX ／ 0898-35-2670

【日
本
は
、
も
は
や
経
済
大
国
で
は
な
い
】

秋

川

保

親

氏

秋
川
会
計
事
務
所
㈱
取
締
役

愛
媛
同
友
会　

経
営
相
談
室
長

　

多
く
の
国
民
は
自
覚
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
界
の
中
で
日
本
は
、
も
は
や
「
経

済
大
国
」
の
地
位
を
完
全
に
失
っ
て
い
る
の
で
す
。
最
近
の
世
界
経
済
を
報
告
し
た
統
計
に
よ

れ
ば
、
２
０
１
５
年
と
２
０
年
前
の
１
９
９
５
年
の
世
界
の
「
国
内
総
生
産
」
の
シ
ェ
ア
の
グ
ラ
フ

を
見
る
と
、
２
０
年
前
の
日
本
は
、
世
界
の
２
割
近
く
の
お
金
を
稼
ぎ
出
す
ほ
ど
の
超
金
持
ち

の
国
家
で
し
た
。
そ
の
水
準
は
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ロ
シ
ア
を
含
む
）
の
水
準
に
肉
薄
す
る

ほ
ど
で
し
た
。
つ
ま
り
９
０
年
代
前
半
の
日
本
は
、
世
界
が
認
め
る
「
経
済
大
国
」
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
最
近
の
統
計
で
あ
る
２
０
１
５
年
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
様
変
わ
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
日
本
の
国
内
総
生
産
比
は
、
以
前
の
３
分
の

１
ま
で
凋
落
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
シ
ェ
ア
は
、
そ
れ
ほ
ど
劇
的
な
変
化
は
遂
げ
て
い
な
い

が
、
日
本
の
シ
ェ
ア
は
彼
ら
の
「
４
分
の
１
」
ま
で
縮
減
し

て
い
ま
す
。
代
わ
り
に
躍
進
し
た
の
は
中
国
で
す
。
中
国

は
か
つ
て
の
日
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
水
準
に
ま
で
躍
進
し
て

い
る
。
つ
ま
り
「
経
済
大
国
」
の
地
位
を
、
完
全
に
中

国
に
譲
り
渡
し
て
い
る
の
で
す
。
日
本
は
、
今
や
「
金
持

ち
」
で
も
「
世
界
の
工
場
」
で
も
「
経
済
大
国
」
で
も

な
い
。
極
東
の
１
つ
の
「
普
通
の
国
」
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世界各国の GDP シェア （ドル建て） の推移
データ出展 ： 『世界の統計 2017』



（１） 南予支部設立の再スケジューリングについて大北雅浩組織

担当責任者より説明があり、 今後の方向性について協議され、

原田次期支部長候補とも相談しながら下記の日程を予定として今

年度内に南予支部設立を目標に具体化することとした。

○平野啓三 ： 環境を考える会に南予企業参加者もあり、 この間の

全てのつながりを生かし南予の会員を増やそう。

○好永隆之 ： 3 月に行った商談会後の流れを踏まえると 8 月下旬

に次回商談会を開催の方がよいのではないか。

○堀内章 ： 南予支援という観点から見れば開催時期は一般的に 8

月下旬と合わせすぎなくてもよいのではないか。

・ 6 月中旬以降 ： 第 3 回南予交流会

・ 8 月 ： 南予支援商談会 ＠松山市

・ 9 月以降 ： 出張例会の再開

・ 2020 年 1 月　設立準備会

・ 2020 年 3 月　設立記念総会

（２） 仲間づくり本部からの来年度に向けた提起について、 渡部

副本部長より会員拡大 ・ 純増の単月目標、 「行動日」 をつくるな

どの提起がされ、 今後の会員拡大の取り組みについて協議され

た。

○好永隆之 ： 2019 年度は商工会との交流を位置づけており、 当

初秋に予定したスケジュールを前倒しする方向性。

○中道昇 ： 松山支部は 2019 年度に各地区会で単独例会を行い、

取り組みを活発化させる。また福岡同友会・福友支部にならって「同

友会を知る会」 の取り組みを行いたい。

○佐藤慎輔 ： 会員増強は一時期盛り上がったが、 いまは個別で

は取り組むが一部に任せきりになり幹事のネットワークを利用しな

いと達成困難。 同友会に誘うことは経営で悩む方への 「人助け」

であり、同友会で成功体験をして経営を楽しむことで 「入ってよかっ

た」 という経験とその発信が必要。

○渡部伸哉 ： 仲間づくりが提起しているのは会員拡大ではなく純

増であり、 何もせずとも退会者はありうるので従来は理事が年度末

駆け込みの会員増を行っていたが、 理事会も含めて愛媛同友会

全体を根本から変え、 理事だけでなく幹事にもとどまらず一般会員

まで共有して 「熱伝導」 し、 一人でも多くゲストを増やすなど取り

組まなければならない。

○堀内章 ： 理事でさえ理事会の出欠率も低い現状があるのが問

題。 会員が支部で例会に参加するだけでなく、 委員会に入り複合

的に関わること、 全国の学びも重要。

○平野啓三：現状のメンバーで取り組みを行わなければいけない。

理事の出席率など理事の活動状況の 「見える化」 などが必要。

○武田正輝 ： キャリア教育など同友会が従来築いてきた特徴を他

団体も行うようになってきたのではないか、 「同友会ならでは」 「同

友会の強みとは何か」 を今一度考え、 楽しさが伝播するように魅

力の再発信が必要。

○本田美紀 ： 経営フォーラムでは女性経営者の報告が行われ、

女性会員を増やさないといけないと考えている。 また、 運営も女性

目線の意見が必要であり、 理事会でも女性理事が増えないといけ

ないのではないか。

○次回仲間づくり本部会議 ： 5/10 ㈮ 19 ： 00 ～＠同友会事務局

（１） 入退会承認

（２） 予算 ・ 決算報告がされ第 2 号議案書について承認された。

（３） 次期理事人事に関して報告され、 第 3 号議案について承認

された。

○立候補期間 ： 2019 年 4 月 24 日までに公告する。

○四国中央支部の理事は他支部にあわせて 3 名選出とした。

（４） 第 35 回定時総会会員表彰と議長団の推薦に関して承認さ

れた。

（５） 安丸事務局長より次期理事会議長の選出案が説明され、 承

認された。

（１） 第 35 回定時総会実行委員会から参加者到達が好永実行委

員長より報告された。

（２） 本田美紀経営フォーラム実行委員長より実行委員会の概要

として、 記念講演に占部まり氏に確約を頂き、 「持続可能社会 ・

会社づくり」 「事業承継」 をテーマの二本柱に分科会は女性経営

者の登壇を念頭に置くこと等が報告された。

○次回 ： 5 月 2 日㈭ 18 ： 00 ～＠同友会事務局

支部幹事、 一般会員の方も募る。

（３） 4/12 連合愛媛との懇談について、 平野啓三代表理事から

概要報告された。

（４） 代表理事会議、 各支部、 各委員会等の活動報告について

○堀内章 ・ 求人教育委員会副委員長より、 3/29 合同入社式が過

去最高参加者数だったと報告された。

○佐藤慎輔 ・ 四国中央支部副支部長より四国中央合同入社式が

4/6 に開催され、 続木会員 ・ 森田会員を中心に運営されたこと、

4/16 に第 4 期経営指針塾を開始すると報告された。

○武田正輝 ・ 広報情報化委員長より、 報道関係者との懇談会に

ついて 「南予」 をテーマに南予地域の会員の現状や支部設立に

向けての南予支援商談会の開催時期を念頭に置いて開催する意

向があること、 また景況調査の特別調査で連携ができないかと構

想していると報告された。

（５） 全国 ・ 他団体行事について

○ 6/13 ㈭～ 14 ㈮　女性経営者全国交流会 in 広島

○ 6/22 ㈯　四国ブロック支部長交流会 in 高知
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私たちは ICTで、誰もが働きやすい社会を創出します。

089-987-6046

089-945-7698

システム開発事業・Web 開発事業
IT を使って、地域の方々の「あったらいいな」を
実現するシステム開発、Web 制作を行います。

就労移行支援事業
現役で活躍する IT エンジニアが技術支援を行い、
障がいを持つ方が就労するためのお手伝いをします。

就労継続支援 A 型事業
障がいを持つ方が、仕事を通じて社会的に自立し、
地域へ貢献する人財となる就労の場を提供します。

放課後等デイサービス事業
障がいをもつ子供たちが、IT 学習を通して、社会性、
人間性を身につけ、夢を実現するお手伝いをします。

http://npo-fjs.org/

http://www.fellow.co.jp/

特定非営利活動法人

…理事会議事録

2018 年度　愛媛同友会　第 12 回理事会　議事録

　【日時】 2019 年 4月 18 日㈭　　18 時 30 分～ 20 時 30 分　　【会場】 二番町ホール

　【出席者】 理事 15名　　委任状 14通　　事務局 2 名　　【議長】 佐藤慎輔　　【議事録】 安丸雄介

協議事項

閉会挨拶：米田順哉代表理事

開会挨拶：平野啓三代表理事

報告事項

承認事項



究 極 の 挑 戦 者

麺 屋 十 銭
昔ながらの尾道中華そば

〒 790-0004　愛媛県松山市大街道２丁目３－１５
                         携 帯　０９０- １１７０- １８６０

～人の一生を支えられる企業になりたい～
社団法人　日本義肢協会会員
＝義肢・補装具・車椅子・補助杖・その他福祉関連商品＝

有限会社　オルソ本田
〠７９０－０９４７

松山市市坪南丁目４番２４号

ＴＥＬ(０８９)９５８－６６１７

ＦＡＸ(０８９)９５８－６６４１

E-mail:ortho@abelia.ocn.ne.jp

http://ortho-honda.com/



JXTGエネルギー株式会社特約店
～灯油・軽油・A重油の配達もお任せください～

松山市和気町1丁目473－1

～災害に強いまちづくりをお手伝いします～
家庭用からプロ仕様まで /消防・防災の専門商社

本社　松山市大手町一丁目 10 番地 1

TEL 089(947)2111・FAX 089(947)2116

高松支店 /宇和島営業所 /姫原倉庫

http://www.iwamotosyoukai.co.jp


